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黒点米の発生原因究明に関する研究

第1報イネシンガレセンチュウとの関係＊

今村和夫
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Ⅱ心枯れ線虫病徴と線虫検出量

1979年7月24日～9月5日にかけて，作物科原種圃場

のコシヒカリ（中生）について，5～8日おきに心枯れ

線虫病徴株の病徴発生茎と無発生茎および健全株の茎を

各々10本採集して，稲穂のみ細かく切断した後，ペール

マン漏斗法で室温条件下に処理，48時間後に1.5cc分を
検鏡した。

その結果，心枯れ線虫病徴株あるいは健全株ともに，
わずかなイネシンガレセソチュウ（以下線虫と省略）を

検出したにとどまり，必ずしも心枯れ線虫病徴が線虫に

よってひき起されるとは限らないように思えた（第1

表)。なお，調査圃場での発生株率は6.4％で，被害葉数

は1株あたり1枚がほとんどであった（第2表)。

I緒言

良質米生産のために，若色米の発生は極めて重要な問
題であり，地帯によっては防除が必須になっている。福
井県では，そのなかにあって局部的ではあるが，黒点米
の発生が目立ち，防除対策の確立が望まれている。黒点
米の発生原因について，上林ら1.2.3．⑨はイネシンガレセン

チュウAｶﾙele"c"oidesbesseyfCHRIsTIEの寄生に

よる症状であると報告している。そこで，著者も福井県
におけるそれらの因果関係を明らかにすべく調査を試承
た。ここに，その結果をとりまとめて報告する。なお，

試験実施にあたって，心枯れ線虫多発籾を快く提供して
頂いた農林水産省農業技術研究所線虫研究室西沢務室長
に，衷心より感謝の意を表する。

第1表心枯れ線虫病徴と線虫との関係
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第3-1表心枯れ線虫病徴と黒点米発生との関係(農試）第2表心枯れ線虫病徴株の被害葉数の頻度
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Ⅲ心枯れ線虫病徴と黒点米発生戯

Ⅱ試験圃場において，7月24日心枯れ線虫病徴株,健

全株を各々 50株マーキングした。また7月17日に現地の

コシヒカリについて，心枯れ線虫病徴株，健全株を各20

株採集して，畑地土壌の入った小型ポット（直径14cm

×深さ14cm)に移植，管理した。そして,9月11日に
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各株を刈り取り，乾燥後に黒点米の発生率を調査した。

その結果，黒点米の発生は心枯れ線虫病徴株にやや多
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第3-2表心枯れ線虫病徴と黒点米発生との関係(現地） 月25日，9月6日および17日，26日に畦畔沿いの稲穂を

1株1穂採集して，前記と同じ方法で処理，検鏡した。

また，各品種とも成熟期10穂以上(900～1300粒)採集し

て黒点米の発生率を調査した。

その結果，ほとんどの品種から黒点米の発生を認め，

もち米＞酒米＞うる米の傾向がうかがわれた。また，線

虫は日本晴，ウルマモチでわずか検出されたの承であっ

たが，両品種ともに，黒点米の発生率は高い傾向にあっ

た（第5表)。

V放飼による再現

1979年6月6日，あらかじめ育苗しておいた線虫の寄

生が多かった日本晴（鴻巣産)，線虫の寄生がなかった

コシヒカリ（福井産）をコンクリート槽（平面55cmx

75cm×深さ55cm)に1株15本,8株植えた。また，各槽

に線虫の寄生が多かった日本晴れの籾殻や，寄生のなか

ったコシヒカリの籾殻などを沈下させ，線虫の寄生数に

変化を与えようとlﾉた。供試全7槽のうち放飼番号1～

4槽にはコシヒカリ，5～7槽には日本晴を植え付け

た。なお，8月29日～11月12日の間に9回，前記と同じ

方法で線虫を検出するとともに，7月24日～8月22日に

かけて4回，心枯れ線虫病徴葉数も調べた。さらに，成

熟期ごろには各を10穂以上(1100～1400粒）抽出して黒

点米の発生状況を調べた。

その結果，線虫が多趣検出された放飼番号5の区で

は，黒点米の発生も多かったが，全体として一定の傾向

は得られなかった。また，線虫が全く検出されなかった

放飼番号1～3の区でも，5区に認めたものと同一の症

状をもった黒点米の発生が認められた。なお，心枯れ線

虫病徴の発生が多い区は線虫検出量も多く，線虫の検出

がない区での心枯れ線虫病徴の発生は稀れであった（第

6表)。
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第4表黒点米と心枯れ線虫病徴の発生分布
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(注）各列10株の2地点岡査

い傾向をみたが，健全株でも発生が翠られた(第3表)。

なお，農試における同一圃場での発生分布から，心枯れ

線虫病と黒点米の発生および畦畔からの発生には，一定

の傾向は承られなかった（第4表)。

Ⅳ線虫検出量および黒点米発生量の品種間差異

1979年に作物科品種決定圃場に植え付けられているう

るち米13品種，酒米3品種，もち米4品種について，8

第5表品種間での黒点米発生と線虫の検出盆
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第6表線虫の放飼実験による線虫の発生状況
と黒点米の発生率或路年
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注(1)錬虫の数価は検出9回の合叶
錬虫腐の数位は8株の合叶
②1～48コシヒカリ，5～7：日本晴

Ⅵ考察

近年，福井県において黒点米の発生が目立ち，早期に
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防除対策を確立する必要があった。黒点米の発生原因に

ついて,上林ら''2.3.4)はイネシンガレセンチュウの寄生に

よる症状であると報告している。しかしながら，県内産

の種籾からの線虫検出は極めて稀れであるので，ここに

改めて両者の関係を検討してみた。

まず，線虫の検出を心枯れ線虫病徴株の有無から試承

たところ，発生株および健全株のいずれからも，極めて

少駐の検出を桑たにとどまった(第1表)。したがって現
在，福井県において心枯れ線虫病といわれている症状
は，必ずしも線虫によって引き起されるものではないよ
うに思われる。また，黒点米発生と心枯れ線虫病徴との
間にも目立った相関関係は認められず（第3，4表)，全
ぐの健全株（線虫が全く検出されない株）からも黒点米
の発生が確認されることとあいまって，イネシンガレセ
ンチュウ原因説は再検討を要するように思われる。
一方，各品種の稲穂から線虫の検出を試みたところ，
ウルマモチと日本晴にわずかみられたのみで，他の品種
からは検出されなかった(第5表)。しかしながら，両品
種とも黒点米発生率は高く，線虫の関与説を全く否定す
ることはできない。ただ，線虫が検出されない多くの品
種からも黒点米の発生が認められており，前述したよう
に黒点米の発生原因として，線虫以外の要因も十分に考
えられることから，試験方法の検討とともにそれら要因
の究明も重要であると思われる。

Ⅶ摘要

黒点米の発生原因究明のために，イネシンガレセンチ
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ユウとの関係を検討した。

1）心枯れ線虫病徴の発生した株からの線虫検出通

は，健全株と変らない微量なものであった。

2）心枯れ線虫病徴株からの黒点米の発生は，健全株

にくらべやや多い傾向にあったが，健全株からも発生が

みられた。

3）品種間における黒点米の発生は，もち米，酒米に

多い傾向がみられたが，線虫の検出はウルマモチ，日本

晴にわずかみられたの象であった。

4）線虫放飼による黒点米再現試験では，線虫検出が

箸るしく多かつた区のゑ黒点米の発生率が高かった。ま

た，線虫の検出が全くない区でも黒点米の発生が認めら

れた。
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